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令和元年度 第２回刈谷市入札監視委員会 議事録 

 

 

１ 日時  令和元年１１月１１日（月） １３：３０～１５：００ 

 

２ 場所  刈谷市役所 ３階 ３０１会議室 

 

３ 出席した委員（委員数３名） 

委員長      奥村 勇雄（元会計検査院審議官） 

委員長職務代理者 近藤 克麿（公認会計士） 

委員       加藤 時彦（弁護士） 

 

４ 欠席した委員（委員数１名） 

委員       佐野 真紀（愛知教育大学准教授） 

 

５ 出席した事務局職員（６名） 

 間瀬総務部長、都築契約検査課長、神谷課長補佐、 

近藤契約係長、藤井検査係長、西川主任主査 

 

６ 議題及び概要 

（１）契約工事の報告について（令和元年６月から９月分） 

→事務局より説明。 

（２）抽出事案の説明について 

   →抽出案件 ４件（一般競争入札３件、随意契約１件）を承認。 

（３）その他 

→事務局より以下の件を報告。 

・入札参加資格停止の実施について   →事務局より報告。 

・次回の審査事案の抽出担当者について →佐野委員に依頼。 

・次回の開催日について        →第３回  ２月１４日（金） 
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７ 主な質疑 

質問・意見 回答 

 

議題（１） 契約工事の報告について 

※質問、質疑なし 

 

 

議題（２） 抽出事案の説明について 

・案件１件目  

日高公園再整備工事 

（一般競争入札（総合評価） 土木一式工事） 

 

Ｑ：（委員）評価項目にある「障害者雇用の状

況」で、「平成２９年６月１日、平成３０

年６月１日の障害者雇用状況報告書で確

認」とあるが、どういうことか。 

 

 

 

Ｑ：（委員）評価項目にある「災害発生時の対

応能力（建設機械の保有状況）」で、３台

以上の保有となっているが、これは愛知

県としての基準なのか。 

 

Ｑ：（委員）入札金額が３番目の業者が落札し

ているが、評価点の計算チェックは行わ

れているか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ：（事務局）「障害者の雇用の促進等に関す

る法律」に基づき、対象の事業主は、毎

年６月１日現在の障害者の雇用状況を管

轄する公共職業安定所に報告しなければ

ならない、とされており、報告書の写し

で雇用状況を確認している。 

 

Ａ：（事務局）刈谷市としての基準である。 

 

 

 

 

Ａ：（事務局）計算間違い等のないよう、必ず

複数人でチェックしている。 

 

 

 

 

 

 



3 

・案件２件目 

泉田市民館外壁等改修工事 

（一般競争入札、建築一式工事） 

 

Ｑ：（委員）工事の入札については、最低制限

価格か調査基準価格のどちらかを採用し

ているのか。 

 

Ｑ：（委員）予定価格及び最低制限価格に関す

る要領は公表されているのか。 

 

 

 

Ｑ：（委員）設計書を作成するのに見積書を徴

収した項目もあると思うが、何者から徴

収しているか。 

 

 

・案件３件目  

ウィングアリーナ刈谷中央監視装置 

改修工事    （一般競争入札、管工事） 

 

Ｑ：（委員）管工事については、以前から落札

率が低いような気がするが。 

 

 

・案件４件目  

 住吉幼稚園移転新築（地盤改良）工事 

（随意契約、土木一式工事） 

 

Ｑ：（委員）この工事と密接な関係がある「住

吉幼稚園移転新築（土壌対策）工事」は、

 

 

 

 

Ａ：（事務局）原則、総合評価落札方式につい

ては調査基準価格を設け、それ以外では

最低制限価格を設けている。 

 

Ａ：（事務局）予定価格は一部の案件を除き、

事前に公表されており、最低制限価格に

関する事項は、「刈谷市最低制限価格取扱

要領」で公表されている。 

 

Ａ：（事務局）この案件については確認してい

ないが、原則として３者以上から徴収す

ることになっている。 

 

 

 

 

 

 

Ａ：（事務局）他の業種よりも平均落札率は低

く、最低制限価格を下回ってしまう業者

が出ることもある。 

 

 

 

 

 

Ａ：（事務局）平成３０年１２月２５日である。 
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いつ契約されたのか。 

 

Ｑ：（委員）土壌対策工事を実施する際に、地

盤改良が必要なことは、分かっていたの

か。 

 

 

※ 以上より、抽出案件１～４について、入

札監視委員会として内容を承認すること

で決定。 

 

 

Ａ：（事務局）地盤改良が必要だとは分かって

いなかった。 

 


